
 

 資 料  

 

 

 

 

 

 

荒川ダム群等の現状と今後の見通しについて 

 

 
 

 浦山ダム（令和２年１０月１６日撮影） 

 

 

令和２年１０月２９日 
 

関 東 地 方 整 備 局 
 

 

令和２年度 第２回荒川水系渇水 

調整協議会（秋季定例会） 



- 1 - 

 

１．荒川４ダム等の現状 

１）秋ヶ瀬地点上流域平均降水量の状況 

今年１月からの降雨状況は、２月の降水量は月平均値の約３割の降水量となりましたが、４月は低気圧

の影響により月平均値の約２倍、７月は梅雨前線の影響により月平均値の約１．7 倍と３月以降は、５月を

除き、月平均値を上回る降水量となりました。  

梅雨明け後の８月は、降水量の少ない日が継続し、８月の降水量は月平均値の約３割の降水量となりま

した。 

10月は、台風14号等の影響により、10月25日までの降水量は209mmと月平均値160mm（月間平均値

（昭和40年～令和元年）に対する割合は131%）を上回る降水量となっています。 

（図－１、表－１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量（月別） 

 

表－１ 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量（主要年との比較） 

 
※■：荒川取水制限実施月（一時緩和含む） ※秋ヶ瀬上流域面積：2,021km2 
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２）荒川４ダムの貯水状況 

１月から７月までは、低気圧、前線等の影響もあり貯水量の急激な減少はありませんでした。 

８月は少雨により、８月下旬から９月上旬にかけて補給を行いましたが、９月のまとまった降雨、10月の

台風14号等の降雨により貯水量は回復しました。 

令和２年10月26日０時の貯水量は7,646万m3、貯水率53%（貯水量の平均値（平成22年～令和元年）に

対する割合は93%）となっています。（表－２、図－２参照） 

 

表－２ 荒川４ダム貯水量 

 
※有効容量は、常時満水容量 

※貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合 

※前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、ダムに水を貯留している

状況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を流している状況です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 荒川４ダム貯水量図 

 

有　効　容　量 貯　　水　　量 貯　水　率 前日補給量

（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/日）

二瀬ダム 2,000 50 3% 12

滝沢ダム 5,800 3,734 64% -27

浦山ダム 5,600 3,665 65% -3

荒川貯水池 1,020 197 19% 0

４ダム合計 14,420 7,646 53% -18

ダ　ム　名

４ダム合計の平均値

（平成22年～令和元年） 8,202 （平均値に対する割合  93％）
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２．今後の見通し 
（１）気象予報 

令和２年10 月 22 日気象庁発表の関東甲信地方の１か月予報(10 月 24 日から11 月 23 日までの天候見通

し)によると、暖かい空気に覆われやすいため、気温は高く、高気圧に覆われやすいため、向こう１か月の降

水量は、「少ない」または「平年並」の確率が40%となっています。また、10月23日気象庁発表の３か月予

報(11月から１月までの天候見通し)によると、向こう３か月の気温は、ほぼ平年並で、降水量は、「平年並」

の確率が40%となっています。 

なお、９月25日気象庁発表の寒候期予報（12月から２月までの天候の見通し）によると、この冬は、平年

と同様に晴れの日が多く、この期間の気温は、「低い」の確率が40%、降水量は、「平年並み」の確率が40%と

なっております。 

 

 １か月予報（令和元年10月22日発表）＜向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞ 

 

 
 

 ３か月予報（令和２年10月23日発表）＜向こう３か月の気温、降水量の各階級の確率（％）＞ 

 
 

 寒候期予報（令和２年９月25日発表）＜冬（12月～２月）の気温、降水量の各階級の確率（％）＞ 

 
     ※３か月予報時（令和２年 10 月 23 日発表）に、新しい予測資料をふまえて寒候期の天候を

再検討した結果、予報の内容に変更は無いとのこと。 
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（２）ダム・貯水池の工事に伴う貯留制限 

令和２年度は、令和元年東日本台風（以下、台風19号）により被災した箇所の災害復旧工事を行う予定です。 

荒川４ダムのうち、浦山ダムは台風19号によりダム貯水池内に堆積した土砂の掘削工事のために水位を下げて、有効容量5,600万m3のち10月末頃までは、3,670万

m3、11月30日頃までは3,870万m3での貯留制限となりますが、11月末頃までには工事を完了させ、12月から貯留する予定です。 

二瀬ダムは、台風19号によりダム貯水池内に堆積した土砂の掘削工事のために水位を下げて、有効容量2,000万m3のち0万m3での貯留制限となりますが、12月31日

頃までには工事を完了させ、1月から貯留する予定です。 

荒川貯水池は、台風19号により被災した流入堤の補修工事のために水位を下げて、有効容量1,020万m3のうち200万m3での貯留制限となりますが、３月31日頃まで

には工事を完了させ、４月から貯留する予定です。 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催が来年夏に延期されることになったことを受けて、工事に伴う貯留制限を設定せざるを得ない工事は、施工計画の再

検討による工事制限水位の緩和、又は工期短縮など、利水容量への影響を最小限にするよう努めます。 

 

 

 
 

 

 

堆積土砂撤去工事（災害） 台風19号により堆積した土砂の撤去

堆積土砂撤去工事（災害） 台風19号により堆積した土砂の撤去

荒川調節池流入堤補修工事（災害） 台風19号により被災した流入堤の補修工事

荒
川
上
流
河
川

荒
川
調
節
池

制限貯水位　AP.-4.2m
制限期間　令和2年9月7日から令和3年3月31日

二
瀬
ダ
ム
管
理
所

二
瀬
ダ
ム 制限貯水位　EL.501.0m

制限期間　令和2年9月9日から令和2年12月31日

水
資
源
機
構

浦
山
ダ
ム 制限貯水位　EL.376～378m

制限期間　令和2年10月1日から令和2年11月30日

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

工
事
主
体

ダ
ム
名

工事名 工事概要等

工事期間

令和２年 令和３年

12/31

EL372.0m

33,000千m3

10/1

11/30

EL393.3m

56,000千m3

EL393.3m

56,000千m3

EL376.0m

36,700千m3

AP.+1.65m

7,600千m3

10/1

AP.+3.9m

10,200千m3

AP-4.2m 3/31

12/31

EL.501.0m

0千m3

9/9

EL542.0m

20,000千m3

EL542.0m

20,000千m3

EL.501.0m

0千m3
12/31

AP.+3.9m

10,200千m3

EL378.0m

38,700千m3

2,000千m3

9/7

工期 令和2年2月29日～令和2年12月24日 (年度末まで延長予定）

工期 令和2年9月1日～令和3年3月31日

工期 令和2年9月12日～令和3年3月31日

工 期 制限水位 工事制限水位

≪荒川 浦山ダム、二瀬ダム、荒川貯水池≫ 

工事制限水位等について（予定） 
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３．今後の対応 

 

  今後は、荒川流域の降雨や都市用水の水利用を十分考慮し、来年夏に開催される東京２０２０オリン

ピック・パラリンピックも踏まえ、工事に伴う貯留制限による利水容量への影響を最小限にするよう努

めるとともに、既存施設等を広域的かつ効果的に活用してきめ細かい運用を行っていきます。 

 

 

  荒川水系渇水調整協議会としては、必要に応じ幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請していく

とともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


